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ログアウトについて

• ２種類のログアウトが存在します

– 「学認のログアウト」

– 「アプリケーションのログアウト」

• 利用終了時には全部ログアウトしてください
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一般的なWebアプリケーションと比較
しながら説明します
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一般的な
Webアプリケーションの仕組み

①私は
sandai です

②確認しました。
認証済みチケットを

発行します。
ログイン中

③このチケットを持っ
ていてください。
無くすともう一度
認証が必要です。

ユーザID：sandai

パスワード：**********

④このチケットを添えて利用。
ログアウトする時に

このチケットが削除される。
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学認の場合

ユーザID：sandai

パスワード：**********

あなたは確かに

「sandai」であることを

証明します。

学認サーバにログインして
証明書を発行してもらう
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証明書を持っていると
パスワード認証なしで利用可能

②確認しました。
認証済みチケットを

発行します。
ログイン中

③このチケットを持っ
ていてください。
無くすともう一度
認証が必要です。

④このチケットを添えて利用。
ログアウトする時に

このチケットが削除される。

「学認でログオン」
①これで使わせて。
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アプリケーションを
ログアウトしても…

了解

ログアウト

チケット消します

moodleを
ログアウト
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証明書は消えないので
パスワード認証なしで利用可能

②どうぞ。
認証済みチケットを

発行します。
ログイン中

③このチケットを持っ
ていてください。
無くすともう一度
認証が必要です。

「学認でログオン」
①もう一度いい？
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一つの証明書で複数の
アプリケーションが使える

「学認でログオン」
これで使わせて。

ログイン中

ログイン中

ログイン中

どうぞ。

どうぞ。

どうぞ。

チケット発行

チケット発行

チケット発行
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証明書を削除しても，利用中の
アプリケーションは使える

POSTと学認を
ログアウト

ログアウト

ログイン中

ログイン中

そのまま
使える

そのまま
使える

moodleと
Ｏｆｆｉｃｅ365メールの
チケットはある。

学認のログアウトは
証明書の破棄
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安全のために，終了時には
全部ログアウトしてください

moodleと
Office365メールも

ログアウト
ログアウト

ログアウト

ログアウト
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